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一般質問

災
害
危
険
度
が
高
く
な
り
値
上
が

り
続
け
る
地
震
保
険
の
普
及
・
啓

発
の
推
進
を

　

❶
大
地
震
に
よ
る
大
規
模
災
害

が
起
き
た
時
、
私
有
財
産
の
た
め

区
民
の
住
宅
や
生
活
の
再
建
に
対

し
て
、
区
で
は
ほ
と
ん
ど
支
援
で

き
な
い
の
で
、
住
民
は
自
力
で
再

建
す
る
し
か
な
い
。
な
ら
ば
、
大

震
災
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
兵
庫
県
の
よ
う
に
、
区
民
が

大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受

け
て
も
被
災
者
が
困
ら
な
い
よ
う

に
、
ま
た
自
立
再
建
が
で
き
る
よ

う
に
、
区
は
区
民
に
対
し
て
、
地

震
保
険
加
入
の
普
及
啓
発
を
強
く

推
し
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、

見
解
を
。

　
災
害
対
策
担
当
部
長　

❶
地
震

保
険
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
財
産

に
か
か
わ
る
も
の
で
、
加
入
を
判

断
す
る
の
は
個
人
で
あ
る
た
め
、

区
で
は
普
及
啓
発
を
行
っ
て
こ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
被
災
者
の
早

期
の
生
活
再
建
に
つ
な
が
る
一
つ

の
手
だ
て
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

た
め
、
今
後
改
訂
す
る
「
わ
が
家

の
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
な
ど
に

お
い
て
地
震
保
険
を
案
内
し
て
い

く
。

塾
が
支
え
る
公
教
育
の
改
善
を
。

「
落
ち
こ
ぼ
れ
を
無
く
せ
」
人
工

知
能
先
生
の
活
用
を
。

　

❶
今
、
塾
が
支
え
る
公
教
育
や
、

落
ち
こ
ぼ
れ
の
増
加
が
改
善
で
き

る
シ
ス
テ
ム
が
よ
う
や
く
開
発
さ

れ
た
。
教
員
の
学
習
指
導
に
対
す

る
児
童
や
生
徒
の
理
解
力
は
一
人

ひ
と
り
違
う
。
こ
の
格
差
を
減
ら

す
た
め
に
も
、
子
ど
も
た
ち
に
標

準
的
な
知
識
や
学
力
な
ど
の
勉
強

を
教
え
て
く
れ
る
Ａ
Ｉ
先
生
、
い

わ
ゆ
る
人
工
知
能
先
生
を
教
育
現

場
に
取
り
入
れ
た
ら
ど
う
な
の
か
。

そ
う
す
れ
ば
、
教
員
の
負
担
も
減

ら
せ
る
し
、
学
習
塾
に
通
っ
て
補

習
学
習
を
す
る
子
も
減
ら
せ
る
と

思
う
が
、
見
解
を
。
❷
こ
の
手
法

は
、
現
在
の
学
校
教
育
法
上
問
題

が
あ
る
の
か
。

　
教
育
次
長　

❶
一
人
ひ
と
り
の

児
童
・
生
徒
の
理
解
度
が
異
な
り
、

個
別
の
指
導
や
補
習
が
重
要
で
あ

る
こ
と
は
当
然
認
識
し
て
お
り
、

各
学
校
で
は
幾
つ
か
の
教
科
で
習

熟
度
に
応
じ
た
少
人
数
指
導
を
行

っ
た
り
、
放
課
後
や
長
期
休
業
期

間
を
活
用
し
た
補
習
を
行
っ
た
り

す
る
な
ど
、
学
習
内
容
の
定
着
を

図
る
た
め
努
力
を
重
ね
て
い
る
。

ま
た
、
品
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
実
施
校
で
は
、
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
た
補
習

教
室
で
あ
る
「
地
域
未
来
塾
」
を

開
催
し
て
お
り
、
今
後
、
よ
り
組

織
的
に
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん

で
い
く
。
い
わ
ゆ
る
「
人
工
知
能

先
生
」
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
っ
た
教
材
と
し

て
活
用
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
、

授
業
以
外
に
も
様
々
な
役
割
を
持

つ
教
員
の
代
替
と
し
て
の
学
校
へ

の
導
入
は
、
多
く
の
課
題
が
存
在

す
る
と
考
え
て
い
る
。
❷
教
育
職

員
免
許
法
に
は
、
「
教
育
職
員
は
、

教
育
職
員
免
許
法
に
よ
り
授
与
さ

れ
る
相
当
の
免
許
状
を
持
つ
者
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ

れ
て
い
る
。

　

❶
小
池
都
知
事
は
大
勢
の
都
民

生
活
が
厳
し
い
こ
と
を
認
識
し
た

上
で
、
給
与
な
ど
を
半
減
し
、
自

ら
が
身
を
切
っ
た
。
そ
し
て
、
都

議
会
議
員
も
20
％
の
給
与
削
減
と

政
務
活
動
費
の
約
17
％
削
減
に
同

意
し
た
。
品
川
区
議
会
も
区
長
も

身
を
切
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

大
半
の
区
民
の
家
計
や
区
内
産
業

の
経
営
が
厳
し
い
な
ら
ば
、
区
民

か
ら
選
挙
で
選
ば
れ
て
い
る
区
議

会
議
員
と
区
長
は
、
議
員
の
定
数

や
、
経
費
や
給
与
を
削
減
す
る
な

ど
し
て
身
を
切
る
べ
き
だ
。
見
解

を
。

　
区
長　

❶
特
別
職
の
報
酬
等
は
、

報
酬
等
審
議
会
に
お
い
て
、
民
間

の
経
済
状
況
や
賃
金
を
勘
案
し
た

上
で
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
議
会
の

議
決
を
経
て
条
例
を
も
っ
て
定
め

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
経
費
に
つ

い
て
も
必
要
最
小
限
の
経
費
を
予

算
計
上
し
、
執
行
し
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。
例
え
ば
、
区
長
の
給
料
に

つ
い
て
は
、
平
成
17
年
度
、
21
年

度
、
25
年
度
と
３
回
に
わ
た
り
特

別
職
報
酬
等
審
議
会
か
ら
答
申
を

受
け
、
減
額
し
て
い
る
。
ま
た
、

26
年
度
、
27
年
度
、
28
年
度
と
３

回
に
わ
た
り
特
別
区
人
事
委
員
会

か
ら
の
増
額
勧
告
が
あ
っ
た
が
、

品
川
区
で
は
全
て
増
額
を
見
送
っ

て
き
た
と
こ
ろ
だ
。
議
員
定
数
や

そ
の
他
経
費
に
つ
い
て
は
、
区
議

会
の
自
立
性
の
観
点
か
ら
も
、
ま

ず
は
区
議
会
で
検
討
す
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

消
費
が
低
迷
。
厳
し
い
家
計
と
企
業
経
営
。
な

ら
ば
区
民
が
選
ん
だ
議
員
と
区
長
は
身
を
切
る

べ
き
で
は
。

須
貝
　
行
宏
　
議
員

（
維
・
無
）

　

❶
品
川
駅
南
地
域
の
開
発
計
画

に
よ
り
、
北
品
川
や
東
品
川
の
都

営
住
宅
を
な
く
し
て
も
よ
い
と
考

え
て
い
る
の
か
。
❷
北
品
川
駅
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
従
来
の
ま

ち
並
み
を
生
か
し
た
計
画
を
住
民

参
加
で
進
め
る
べ
き
で
は
。
❸
目

黒
駅
前
再
開
発
に
は
補
助
金
110
億

円
が
交
付
さ
れ
る
が
、
わ
ず
か
な

広
場
と
区
へ
の
譲
渡
床
１
千
100
平

米
が
そ
れ
に
見
合
う
の
か
。

　
区
長　

❶
現
在
、
品
川
駅
南
地

域
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
で
指
定

し
た
重
点
整
備
地
区
に
お
い
て
、

地
域
の
方
々
に
よ
り
、
都
営
住
宅

の
機
能
に
十
分
考
慮
し
た
再
開
発

の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
❷

都
が
行
う
京
急
本
線
連
続
立
体
交

差
化
計
画
に
あ
わ
せ
、
地
域
交
流

の
核
と
な
る
駅
前
広
場
の
検
討
を

地
域
の
声
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て

い
る
。
❸
区
で
行
わ
れ
て
い
る
市

街
地
再
開
発
事
業
は
、
法
に
基
づ

く
い
わ
ゆ
る
法
定
再
開
発
事
業
で

あ
り
、
公
共
性
が
高
い
事
業
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
国
の
制

度
や
要
綱
に
基
づ
き
、
区
と
し
て

適
正
に
再
開
発
組
合
へ
補
助
金
を

支
出
し
て
い
る
。

騒
音
・
大
気
汚
染
・
落
下
物
・
墜

落
―
羽
田
新
ル
ー
ト
の
危
険
性
は

明
ら
か
　
今
こ
そ
オ
ー
ル
品
川
で

反
対
を

　

❶
品
川
の
上
空
を
航
空
機
が
通

過
す
る
こ
と
に
よ
り
排
出
さ
れ
る

Ｐ
Ｍ
2.5
の
影
響
は
。
❷
区
は
落
下

物
に
つ
い
て
、
予
見
し
な
い
等
と

繰
り
返
す
が
、
落
下
物
を
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。
都
心
ル

ー
ト
は
中
止
す
る
し
か
な
い
の
で

は
。
❸
今
回
の
ル
ー
ト
を
許
す
と
、

将
来
更
に
品
川
を
低
空
す
る
飛
行

機
が
増
加
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

の
で
は
。
❹
新
年
度
予
算
で
区
内

50
か
所
の
騒
音
測
定
経
費
を
盛
り

込
ん
だ
が
、
騒
音
の
影
響
は
全
域

に
及
ぶ
と
の
認
識
な
の
か
。
❺
地

域
防
災
計
画
の
改
訂
に
追
加
す
る

大
規
模
事
故
と
は
、
飛
行
機
事
故

の
こ
と
か
。

　
都
市
環
境
部
長　

❶
国
は
、
航

空
機
に
よ
る
影
響
は
限
定
的
と
の

考
え
を
示
し
て
い
る
。
❷
国
が
安

全
対
策
を
確
実
に
実
施
す
る
よ
う

引
き
続
き
申
し
入
れ
て
い
く
。
❸

万
一
便
数
の
増
加
を
含
め
た
計
画

の
変
更
が
あ
る
場
合
に
は
、
国
が

区
と
改
め
て
話
し
合
う
べ
き
事
項

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
❹
区
全

体
の
現
状
を
把
握
す
べ
き
と
考
え
、

環
境
騒
音
調
査
を
予
算
案
に
示
し

た
も
の
だ
。
❺
航
空
機
事
故
の
み

な
ら
ず
、
鉄
道
事
故
や
大
規
模
火

災
な
ど
、
区
に
対
す
る
影
響
の
大

き
い
事
象
を
考
え
て
い
る
。

　

❶
29
号
線
の
延
焼
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
500
棟
以
上
燃
え
る

地
点
が
22
か
所
あ
る
。
多
数
の
住

宅
が
燃
え
る
延
焼
遮
断
帯
の
ど
こ

が
防
災
対
策
な
の
か
。
❷
道
路
建

設
の
た
め
に
移
転
す
る
大
崎
図
書

館
に
つ
い
て
ア
芳
水
小
な
ど
に
代

替
施
設
を
設
置
す
る
と
い
う
が
、

現
在
の
大
崎
図
書
館
と
同
等
の
機

能
と
言
え
る
の
か
。
イ
現
地
で
の

存
続
を
。
❸
29
号
線
を
廃
止
す
る

よ
う
強
く
求
め
る
が
、
見
解
を
。

　
都
市
環
境
部
長　

❶
道
路
整
備

と
道
路
沿
道
建
築
物
の
不
燃
化
事

業
を
あ
わ
せ
て
進
め
る
こ
と
で
、

燃
え
な
い
、
燃
え
広
が
ら
な
い
ま

ち
が
実
現
す
る
と
考
え
て
い
る
。

❸
都
に
廃
止
を
求
め
る
考
え
は
な

い
。

　
教
育
次
長　

❷
ア
現
在
と
同
等

の
機
能
を
有
す
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
イ
施
設
の
老
朽
化
等
の
理

由
か
ら
移
転
を
す
る
も
の
で
、
現

地
で
存
続
さ
せ
る
考
え
は
な
い
。

北
品
川
・
東
品
川
の
都
営
住
宅
な

く
す
な

超
高
層
ビ
ル
開
発
計
画
は
中
止
を

安藤たい作　議員（共産）

29号線は防災に役立たない
道路推進のために大崎図書
館をなくすな

区
立
保
育
園
民
営
化
で
は
な
く
、

親
も
保
育
士
も
働
き
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
三
ツ
木
、
八
潮
北
、
八
潮

西
保
育
園
の
存
続
を

　

❶
公
設
公
営
保
育
園
の
正
規
保

育
士
の
平
均
年
齢
、
平
均
勤
続
年

数
、
離
職
率
、
手
当
を
含
む
平
均

給
与
は
。
❷
保
育
の
質
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
保
育
士
が
長
く
勤
め

る
こ
と
の
で
き
る
公
設
公
営
保
育

園
は
不
可
欠
で
は
。
❸
区
立
保
育

園
民
営
化
方
針
の
撤
回
を
。

　
子
ど
も
未
来
部
長　

❶
平
均
年

齢
は
36
・
５
歳
、
平
均
勤
続
年
数

は
13
・
４
年
、
離
職
率
は
6.4
％
で
、

手
当
を
含
む
平
均
給
与
は
35
万
２ 

千
円
程
度
だ
。
❷
公
立
園
・
私
立

園
い
ず
れ
の
保
育
現
場
で
も
子
ど

も
の
命
を
預
か
る
責
任
の
重
さ
を

自
覚
し
、
保
育
の
質
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
❸
区
立
保
育
園

の
民
営
化
を
見
直
す
考
え
は
な
い
。

本会議・委員会の日程（予定）
会　議　名 日　時

本会議

第 1回臨時会 5月26日㈮ 午後１時

第 2回定例会
7月  6日㈭ 午後１時
7月  7日㈮ 午前10時
7月19日㈬ 午後１時

議会運営委員会 4月28日㈮・5月19日㈮ 午後１時
5月25日㈭・7月5日㈬・7月18日㈫ 午前10時30分

常　任
委員会

総 　 務

5月15日㈪ 午後１時
7月10日㈪ 午前10時
7月11日㈫ 午前10時

区 　 民
厚 　 生
建 　 設
文 　 教

特　別
委員会

行 財 政 改 革 5月16日㈫ 午後１時

オリンピック・
パラリンピック推進 5月17日㈬ 午後１時


